
 

 

ARG WI2 No.11, 2017 
 

関連科目を検索するための 

シラバスデータ分析手法の検討 
吉崎 辰悟* ， 越智 洋司** 

*近畿大学大学院 ， **近畿大学 
ochi@kindai.ac.jp 

概要 学生が自分の必要とする講義や参考書を探し出す手段として，シラバスを利用する方法が挙げられる．シラ

バスとは，大学で開講される授業や講義の大まかな内容を示したものであり，講義の目的や各時限の授業内容など

が記載されている．しかし現状では，大量のシラバスデータから必要な情報を探し出す事は難しく，科目ごとの類似

性や関連性を把握することは困難である．そこで，シラバスデータから関連科目を導き出し，関連科目データベー

スを作成することで学生が講義の内容をより深く理解するための手助けになるのではないかと考えた．本稿では，

近畿大学のシラバスデータを対象に，文章ベクトルから関連科目を導出する手法について述べる． 
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1  はじめに 

近年，多くの大学で「シラバス」が導入されており，学

生はシラバスを利用することによって自分の必要とする

講義や教科書の検索を行う．シラバスには講義の大ま

かな内容や授業目標等が示されており，この記載内容

に基づいて講義が実施される．しかし現状では，大量

のシラバスデータから必要な情報を探し出す事は難し

く，科目ごとの類似性や関連性を把握することは困難

である．そこで，シラバス情報の「授業内容」の項目に

着目し，この項目が類似する科目を分析することで関

連科目が導出できるのではないかと考えた．本稿では，

近畿大学のシラバスデータを対象に，文章ベクトルから

関連科目を導出する手法について述べる． 

2  関連研究 

これまで，シラバスに関する様々な研究が行われて

きた．川場ら[1]は，ウェブシラバスを公開している高等

教育機関のシラバスを収集・分析し，汎用型ウェブシラ

バスシステムを開発している．また，堀ら[2]はシラバス

のテキストデータから TF-IDF により特徴抽出を行うこと

で，履修決定支援や個人のカリキュラムの特徴を見出

す研究を行っている． 
文書から特徴量を抽出する方法として単語の出現頻

度を用いる TF-IDF が挙げられる．しかし，これは単語

の語順を考慮できないため，関連する文書が必ずしも

似たベクトルになるとは限らないという問題があった．そ

こで本稿では，文書内部の単語を比較しベクトルを割り

当てることで類似度の導出を行う Doc2Vec を用いて，シ

ラバスデータの分析をする． 

3  関連科目の導出手法 

本研究では，シラバス本文中の単語を形態素解析し，

その類似性から関連科目を導き出す．なお，類似性の

分析については Doc2Vec を使用する．以下，実装の方

法について述べる． 
(1) 形態素解析 
 形態素解析とは，文章をある単語に区切り，辞書を利

用して品詞や内容を判別することである．本研究では，

形態素解析器として「kuromoji」を使用した．シラバスの

文章から名詞のみを抽出し，メタデータの作成を行う． 
(2) Doc2Vec 
 Mikolov ら[3]によって提案された Doc2Vec は，単語

をベクトル化して定量化することにより文書の類似度や

ベクトル計算などを実現する．通常，１文書ごとに単語

を羅列して文書間を比較するのに用いられるが，本研

究では１科目ごとの単語集合を１文書分として科目間

の類似性を抽出する．なお，本研究では実装ライブラリ

として chainer[4]を利用した． 

4  ユーザインタフェース 

UI の作成として「GWT Bootstrap」を用いる．GWT 
Bootstrap はレスポンシブル Web デザインに対応してお

り，ブラウザの横幅サイズを判断基準としてレイアウトデ

ザインを柔軟に調節する事が可能である．本システム

では検索画面，科目一覧画面，関連科目検索結果画

Copyright is held by the author(s). 
The article has been published without reviewing. 

ARG WI2 No.11, 2017 
WI2-2017-22 

 
 

- 29 -



Web イン䝔䝸䝆ェンス䛸インタラ䜽シ䝵ン研究ண✏㞟 

 

面 を 作 成 ． 科 目 一 覧 画 面 で 科 目 を ᣦ 定 す る と ，

Doc2Vec により導出した関連科目が⾲示される． 

5  ホ౯ᐇ㦂 

本研究では，シラバス内の文書が類似する科目を分

析することで関連科目が導出できるものであると௬定し，

Doc2Vec により導出した関連科目䠄以下，類似度関連

科目䠅のጇ当性を検ドする．ホ౯方法は，シラバスに

᫂記されている関連科目䠄以下，シラバス関連科目䠅と

類似度関連科目が対応しているかを☜ㄆする手法[5]
で行う．なお，本検ドでは近畿大学理ᕤ学部㟁Ẽ㟁Ꮚ

ᕤ学科で開講されている 189 科目分のデータを対象と

する．ホ౯にはᘧ(1)の㐺合⋡とᘧ(2)の現⋡を用い

る．ᘧ中のኚᩘは⾲１のΰ合行列に対応している． 
適合率 =  ��

�� � ��
       式(1) 

 

再現率 =  ��
�� � ��

       式(2) 
 

⾲ 㻝 ΰ合行列 

  
類似度関連科目 

あり なし 

シラバス 

関連科目 

あり TP FN 
なし FP TN 

  
本システムでは，学⩦した結果の類似度が高い順に

科目名が⾲示される．この㝿，類似度のどの್までが

関連科目としてጇ当であるのかを定める必要がある．

類似度関連科目について，類似度のタ定್を 0.3 以

ୖ~0.7 以ୖでኚ化さ䛫た時の㐺合⋡と現⋡の᥎⛣

をᅗ 1 に示す． 
類似度が 0.3 以ୖの科目を類似度関連科目と定め

ると，より多くの科目が類似度関連科目の対象となるた

め，TP の್が大きくなり現⋡が高くなる．一方で類似

度を 0.7 以ୖとした場合，TP の್がῶᑡするため㐺合

⋡・現⋡はప下するが，関連性のᙉい科目のみを類

似度関連科目として抽出することが可能である． 

ᅗ㻝  類似度関連科目の⢭度᥎⛣ 

 
 

⾲ 㻞  㻱㼜㼛㼏㼔 ᩘをኚ᭦した時の学⩦結果 

Epoch 㐺合⋡ 現⋡ F ್ 
5 0.382 0.378 0.380 

10 0.368 0.329 0.347 
15 0.421 0.371 0.395 
20 0.411 0.375 0.392 
50 0.369 0.318 0.341 

100 0.379 0.339 0.358 
200 0.358 0.330 0.344 
400 0.326 0.292 0.308 

 
 また，Doc2Vec ではḟඖᩘや Epoch ᩘなどの䝟ラメ

ータを௵ពの್にタ定することが可能である．⾲ 2 に，

Epoch ᩘのみを 5~400 までの್にኚ᭦して学⩦さ䛫た

時の㐺合⋡と現⋡，その F ್を示す． 
Epoch ᩘが 15~20 の時に㐺合⋡が 0.4 以ୖとなり，F

್も高くなる．しかし Epoch ᩘをୖげす䛞ると，㐺合⋡・

現⋡ඹにపくなるഴྥがある．これは，データに対し

て㐣学⩦が発生しているためと考えられる． 

6  䛚䜟䜚に 

本稿では，関連科目を検索するためのシラバスデー

タの分析手法と，関連科目導出方法について述べた．

類似度関連科目として導出した科目の中で，シラバス

に関連科目として記載されていれ䜀その関連度は自

᫂であるが，「類似度関連科目にはᏑᅾするが，シラバ

スには関連科目として記載されていない科目(FP 科目)」
のጇ当性については本ホ౯実㦂では判断していない．

シラバス関連科目は教ဨのほが入ったものであり，

関連性が高いにも関わらずシラバスに関連科目として

記載されていない科目もᏑᅾすると考えられる．ᚋ，

FP 科目に関する教ဨのほホ౯を行うண定である． 
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